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この表示の欄は、死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容を

示しています。 

この表示の欄は、傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能

性が想定される内容を示しています。 

安 全 上 の ご 注 意 

安全のために、必ずお守りください。 

本説明書ではお使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために、必ず

お守りいただくことを次のように説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区

分し、説明しています。 

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。(下記は絵表示の

一例です。) 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容を示しています。 

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容を示しています。 

電源ケーブルや電源プラグを破損するようなことはしない 
（傷つけたり、加工したり、高温部に近づけたり、無理に曲げたり、ねじったり、引

っ張ったり、重い物を載せたり、束ねたりしない） 

傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。 

分解や修理・改造をしない 

火災・感電の原因になります。 ● 修理は、取扱店または当社までご相談ください。 
分解禁止 

 

荷重に耐えられない場所に取り付けない 
取付部の強度が弱いと本機が落下してけがの原因となります。 

長期使用を考慮して設置場所の強度を確保する 

長期使用により設置場所の強度が不足すると本機が落下してけがの原因となります。 
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ぬれ手禁止 

電源プラグ 

を抜く 

電源プラグ 

を抜く 

電源プラグのほこりなどは定期的にとる 

電源プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁不良となり、火災の原因になります。 
● 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。 

スクリーンにぶら下がったり、物を掛けたりしない 

本体またはスクリーンの破損の原因になり、危険も伴います。 

スクリーンを無理に引き出さない 
本体または機構が破損したり、スクリーン生地が脱落する原因になります。 

電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因になります。 

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない 

感電の原因になります。 

発煙・発熱・異臭・異音などの異常が発生した場合は、電源プラグを抜く 

そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。 
● 使用を中止し、取扱店または当社までご相談ください。 

異物(金属片・水・液体)が本機の内部に入った場合は、使用を中止し、電

源プラグを抜く 

そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。 
● 使用を中止し、取扱店または当社までご相談ください。 

電源ケーブルを引っぱらず、電源プラグを持って抜く 

電源ケーブルを傷め、火災・感電の原因になります。 

雷が鳴ったら電源プラグに触れない 

感電の原因になります。 接触禁止 
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長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

漏電により、火災の原因になることがあります。 
電源プラグ 

を抜く 

 

STOPラベル位置以上にスクリーンを引き出さない 

STOPラベルを超えてスクリーンを引き出すと、スクリーン生地が脱落する原因になり

ます。 

製品の動く範囲内に動きを妨げるものや、壊れやすいものを置かない 

製品や置いたものが破損する原因になります。 

スクリーンに鋭利な刃物、尖った金属等を近づけない 

破損の原因になります。 

■ 取り扱い上の不備、または天災等による事故・損傷について当社は責任を負いません。 

乾電池の交換は2本とも新しい同種のものにする 

古い乾電池を混ぜて使用すると発熱・液漏れ・破裂の原因になることがあります。 
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収納位置が下がりすぎた場合                              

収納位置を下げすぎた場合は、下記の手順にそって正しく調整をしてください。 

スクリーンが収納されている状態で、前頁と同じ調整箇所に付属の六角レンチを差し込みます。 

調整ボリューム（上限位置）を 反時計回り にまわしてください。 

上げすぎないように少しずつ調整してください。 

■ まわす方向 

 

 

1回転で約30mm収納位置が上がる設定になります。 

【参考】 1/2回転で約15mm 

※ 調整後の位置を確認するまで、まわした回数は必ず覚え

ておいてください。 

 

 

          

②    ① 

 

① 調整ボリュームをまわした後に、リモコン送信機の

DOWNボタンを押します。スクリーンを20～30センチ程

引き出したところでSTOPボタンを押します。 

② U Pボタンを押します。 

希望の収納位置に停止するか確認をしてください。 

調整ボリューム（上限位置）を反時計回りにまわしすぎた場合は、収納が終わっても下パイプ

がケースにあたり、モーターが止まりません。この場合は速やかにSTOPボタンを押して動作を

止めてください。 

動作を止めた後に調整ボリューム（上限位置）を 時計回り にまわしてください。 

（ 前頁をご覧ください。） 

DOWNボタン・STOPボタン・U Pボタンを押して希望の収納位置に停止するか確認をしてください。 

確認後はリミット調整穴に必ずキャップを取り付けてください。 

 

正面から見た図 

下から見た図 

調整ボリューム（上限位置）を反時計回りにまわしすぎた場合、スクリ

ーンがケースにくい込んだり、スクリーン生地が引っぱられて故障やシ

ワの原因となります。 

収納位置⇒ 

U P 

希望収納位置⇒ 

U P 

知っておいていただきたいこと 

スクリーンの昇降を続けておこなうと、モーターの加熱防止装置が働いて停止します。 

この場合は、冷却のためしばらく放置してから（10～20分）操作してください。 

※故障ではありません 
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映写位置が上がりすぎた場合                              

映写位置を上げすぎた場合は、下記の手順にそって正しく調整をしてください。 

スクリーンが引き出されている状態で、前頁と同じ調整箇所に付属の六角レンチを差し込みま

す。調整ボリューム（下限位置）を 反時計回り にまわしてください。 

下げすぎないように少しずつ調整してください。 

■ まわす方向 

    

 

 

 

1回転で約30mm収納位置が下がる設定になります。 

【参考】 1/2回転で約15mm 

※ 調整後の位置を確認するまで、まわした回数は必ず覚え

ておいてください。 

 

 

 

 

② ① 

 

 

 

 

 

① 調整ボリュームをまわした後に、リモコン送信機の U P ボタンを押します。スクリーンを

20～30センチ程巻き取らせたところでSTOPボタンを押します。 

② DOWNボタンを押します。希望の映写位置に停止するか確認をしてください。 

正面から見た図 

下から見た図 

調整ボリューム（下限位置）を反時計回りにまわしすぎた場合、スクリ

ーン生地が脱落したり、逆巻きしてシワの原因になります。 

STOPラベル以上はスクリーン生地を引き出さないでください。 

映写位置 ⇒ 

DOWN 

希望映写位置 DOWN⇒ 

知っておいていただきたいこと 

スクリーンの昇降を続けておこなうと、モーターの加熱防止装置が働いて停止します。 

この場合は、冷却のためしばらく放置してから（10～20分）操作してください。 

※故障ではありません 
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故障かな？とおもったら                            

異常が生じたときは修理を依頼する前に次の点検をしてください。点検前に必ず電源プラグを抜

いてください。下記の項目にしたがって点検されてもなお異常がある場合は、取扱店または当社

までお問い合わせください。 

症状 チェック 処置 

スクリーン映写面が斜めにな

る 

スクリーンは水平に取り付けら

れていますか？ 

もう一度取付穴位置を確認して

ください。 

電源プラグがコンセントにしっ

かり差し込まれていますか？ 

AC100Vのコンセントに電源プラ

グを差し込んでください。 

リモコン送信機は赤外線受光部

に向けて操作していますか？ 

リモコン送信機を本体の赤外線

受光部に向けて操作してくださ

い。 

リモコン送信機と赤外線受光部

の間に障害物がありませんか？ 

障害物を取り除く、または赤外

線受光部の取り付け位置を変え

てください。 

日光やインバーターの照明の光

を赤外線受光部が受けていませ

んか？ 

赤外線受光部の位置を変えてく

ださい。 

リモコン送信機の乾電池が消耗

していませんか？ 

乾電池を 2 本とも新しいものに

交換して下さい。(単4形) 

スクリーンが動作しない 

モーターの加熱防止装置が働い

て停止していませんか？ 

モーターの冷却のためしばらく

放置してから操作してくださ

い。（15～20分） 

スクリーンの収納が終わって

もモーターが止まらない。 

調整ボリューム(上限)を反時計

回りにまわしすぎていません

か？ 

速やかに STOP ボタンを押して

動作を停止させてください。 

14ページの内容をご確認の上、

もう一度調整をしてください。 

 






